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Hard X-ray Detector（HXD）は、すざく衛星に搭載されている硬X線検出器である。HXDは、16本の井戸
型フォスイッチカウンター (Well Unit)と、その周りを囲む 20本のアンチカウンター (Anti Unit)で構成されて
いる。Well Unitは、BGO結晶による井戸型の構造の底に、入射側からPIN型 Si半導体検出器（PIN）、GSO結
晶シンチレータ（GSO）、さらにその後ろに BGO結晶を置いた構造である。PIN の観測するエネルギー帯域は
10-70keVである。また、GSOと BGOがフォスイッチとして働き、GSOにより 40-600keVを観測する。HXD
は徹底した Back Ground（BG）の低減化が行われている。さらに、落としきれない BGはモデル化を行い差し
引いている。現在、GSOの BGモデルは、SAA通過後の時間、軌道上の宇宙線強度が主なパラメータとしてモ
デル化されている。我々は、2013年秋期年会で、16本の Well Unit のヒットパターンを利用する事で、より簡
便な BGの推定方法を提案した。そこでは、BGの再現精度はおよそ 6%であり、まだ十分ではなかった。
今回、これまでのHXDチームにより研究されてきた BGの性質を吟味し、SAA通過後の時間とエネルギー帯

による BGの変化とヒットパターンの関係や、推定される宇宙線強度とヒットパターンとの関係を調査する。そ
して、ヒットパターンによる BGの再現精度の向上を目指した結果を報告する。また、ヒットパターンと物理過
程の関係をGeant4によるシミュレーションで探り、ヒットパターンによるBGの推定の正当性と、限界について
考察した結果を報告する。


